
１．学校・家庭・地域連携による教育の推進

目指すべき姿 主な課題 主要事業の内容 実施時期 担当課

1

コミュニティ・スクー
ル事業

学校・家庭・地域が目標を共有し、連携・協働に
よって学校経営を行うため、年2～3回学校運営協
議会を開催する。

各学期ごとに1回
程度 教育委員会事務局

2

学社融合の推進 小学校と定期的な話し合いの場を持ち、学校とセ
ンター、地域が連携して学校教育と社会教育の融
合により地域内での教育を推進する。

随時

地区生涯教育センター

相談先が分からず、子育ての悩みや不安を
抱えたままになってしまう保護者もいる。

1

家庭教育支援相談事業 保護者の子育てに対する不安や悩みの解消に向
け、地域や学校、行政が連携して支援できるよう
家庭教育支援相談員がコーディネーターとして取
り組む。

随時

教育委員会事務局

地域スタッフの高齢化により、実施内容に
制限があり、参加する小学生に対し提供で
きる体験機会の種類が少なくなっている。 2

放課後子ども教室 主に小学生の放課後の居場所づくりと、体験教室
などを開催する。
また、スポーツ少年団等との連携、新たなスタッ
フ確保など、事業の継続性、体験機会の確保に向
けた方策を講じるよう努める。

随時

中央生涯教育センター

3

家庭教育支援事業 子どもの生活習慣の確立や社会体験など、保護者
に対する学習機会を提供する。
また、地域全体で家庭教育を支援できるよう地域
側の機運醸成を図る。

随時

中央生涯教育センター

4
地区センター事業 家庭教育支援事業として、子どもの社会体験など

の学習機会を地域と連携して提供する。
随時

地区生涯教育センター

ふるさと教
育（郷土文
化の継承）
の推進

小学校社会科の学習で使用する社会科副読
本が２年に１回の改訂年度であることか
ら、地域学習において指導する事項を選定
し、最新の情報に更新する必要がある。 1

社会科副読本編集事業 地域学習において指導する事項の金ケ崎町内版を
作成し、活用する。

各学期に１回
（5月、11月、１
月）

教育委員会事務局

中学生になると、住み慣れた地域との関り
が薄くなり、地域の歴史文化や産業、現在
の状況等を知る機会が多くない。

2

まちあるき学習 中学校の総合学習の授業において、まちあるき学
習を実施し、実際に地域を歩き、地域の歴史や現
状、あるいは未来を考える機会を提供する。

5月下旬

中央生涯教育センター

3

地区センター事業 子ども達に対し、地域の郷土文化などに関する学
習機会を提供する

随時

地区生涯教育センター

(2) 地域活動への参加

1

地区センター事業 地区生涯教育センター、自治会連合会等が実施す
る事業への中高生がボランティアとして関わる機
会、情報を提供する。

随時

地区生涯教育センター

２．未来を担う次世代を育む学校教育の推進

目指すべき姿 主な課題 主要事業の内容 実施時期 担当課

合同研修会と架け橋プログラム研修会での
内容が混在している。

1

幼保連携事業（合同研
修会）

幼稚園・保育園合同研修会を開催し、創意に富む
教育課程の編成や保育園との連携を図る。

5月8日実施予定

教育委員会事務局

就学前教育・保育施設から小学校低学年へ
の切れ目ない指導のため研修体制の強化を
図る必要がある。 2

スタートカリキュラム
事業（幼保小の架け橋
プログラム）

就学前の園児がスムーズに学校生活に適応してい
けるよう、スタートカリキュラム事業に取り組
む。

年4回実施予定
（5月、6月、10
月、1月） 教育委員会事務局

学校評価を踏まえた学校運営となるよう家
庭、地域、学校が連携し取り組んでいく必
要がある。

1

コミュニティ・スクー
ル事業

学校・家庭・地域が目標を共有し、連携・協働に
よって学校経営を行うため、年2～3回学校運営協
議会を開催する。

各学期ごとに1回
程度 教育委員会事務局

2
小中学校連携事業（授
業訪問・研究指定等）

・第一小学校公開
・三ケ尻小学校授業訪問

11月14日実施予定
11月27日実施予定 教育委員会事務局

学校と地域がパートナーとなって子どもの成長を支
える体制としてコミュニティ・スクールを推進し、
子供たちがいつでもどこでもだれとでも学習できる
環境の整備を目指す。

2

地域社会の学習(1)

学校における義務教育では、子どもの「確かな学
力・豊かな心・健やかな体」のバランスがとれた
「生きる力」の育成を目指します。
また、子どもが社会醸成の変革や新しい生活様式に
順応できるよう、学校教育環境の整備を推進してい
きます。

子育ての悩みや不安を抱えた孤立する過程につ
いて、文部科学省の家庭教育支援推進事業に取
り組み、家庭を取り巻く地域、学校、行政が連
携しながら、悩みや不安の解消への体制整備を
目指す

(1) 学校経営の充実

目　標 区　分

教育内容の充実幼稚園教育
の充実

1

2 義務教育の
充実

令和７年度金ケ崎の教育（事業計画　兼　事業評価）

目　標 区　分 主要事業

(1)

3

主要事業

子どもたちが地域住民とともに強度の自然や歴史文
化、地域の社会や産業と触れ合い、体験・体感する
機会を充実させることによって、ふるさとの良さを
発見し、ふるさと金ケ崎へのほこりや親しみを醸成
し、ふるさとに生きる意欲の向上を目指します。

就学前の幼児教育は、集団における遊びや活動を通
して多様な経験を積み重ねることができる環境づく
りを推進し、未来を担う子どもたちの生きる力を育
み、健やかな成長を支援することを目指します。
幼児期の特性を踏まえ、家庭や地域とのつながりを
大切にしながら、幼稚園の教員と幼児の信頼関係を
十分築いた上、よりよい教育環境を創造するように
取り組みます。

家庭教育の支援(1)地域による
家庭支援

1

地域学校協
働活動

(1) 学校と地域の連携

家庭や地域及び学校と連携し、地域で子ど
もを育てる環境整備を行う必要がある。

郷土芸能の担い手不足、生活様式の変化等
による郷土文化の継承の課題等があるほ
か、現在から未来の地域のあり方などにつ
いて、子ども達に伝える機会が多くない。
また、時代の変化により、地域内の行事が
減少し、中学生等が参加できる地域活動が
減少している。

地域の学習資源や人材発掘のための支援が
必要である。
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目指すべき姿 主な課題 主要事業の内容 実施時期 担当課目　標 区　分 主要事業

各学校の生徒指導事案をもとに、本町とし
ての課題や今後の指導・支援対策を考えて
いく必要がある。

3

いじめ・不登校問題対
策事業

・「いじめ防止対策基本方針」に基づく各校取組
・「いじめ問題対策連絡協議会」の実施
・適応支援相談員配置事業
・「心とからだの健康観察」
・ＳＣ・ＳＳＷ県派遣事業

各学期1回
（7月、12月、2
月）

教育委員会事務局

諸調査の分析結果を共有することが主と
なっているので、数値で測ることが難しい
非認知能力と関連させながら、より視野を
広げた事業へとつなげていく必要がある。

1

学力向上対策事業 ・学力向上対策委員会の開催
・「確かな学力育成プラン」を軸とした各校の学
力向上対策の取り組み

4月、2月実施予定

教育委員会事務局

ＩＣＴ機器の活用が進み、ネットワーク環
境等の環境改善や、ＩＣＴ活用教育のさら
なる充実が必要である。

2

プログラミング・学校
ＩＣТ教育の推進

・児童生徒用タブレット端末の更新
・教職員用PCの更新
・ネットワークアセスメントの実施
・デジタルドリルの導入
・各種研修の実施

通年

教育委員会事務局

正しい食習慣形成のため、家庭との連携の
継続が必要である。 3

食育の推進 ・町内産食材の日給食
・栄養教諭による食育授業
・学校給食でのアレルギー対応の実施

年3回
学校と日程調整し
随時実施

教育委員会事務局

3 (1) 英語活動の充実 授業におけるＥＬＴの役割を明確にする必
要がある。

1

幼稚園、保育園、小中
学校への英語指導員・
ＥＬТ派遣

・町内幼稚園・保育園・小中学校へ英語指導員・
ＥＬТを派遣

通年

教育委員会事務局

推進委員としてかかわる小中の先生方が相
互に授業参観し合い、ブラッシュアップで
きるスタイルを構築していく必要がある。 1

「英語教育の町金ケ
崎」推進委員会

・推進委員会（管内「小中つなぐ外国語教育推進
研修会」含む）の開催
・交流授業や授業研究会の実施
・英語活動マニュアルの作成

4月、2月実施予定

教育委員会事務局

事業実施にあたって、参加しやすい時期や
場所について検討する必要がある。 2

町教育委員会主催英語
事業

・English　DOJOの開催
・グローバルキャラバンの開催
・英語検定料の補助（金ケ崎高校）

・9月
・7月 教育委員会事務局

日常の学習成果が英検等で発揮できるよう
な学習スタイルの構築や支援体制が必要で
ある。

3
中学校英語教育事業 ・英語講師１名継続配置

・英語検定料の補助
通年

教育委員会事務局

就学支援委員会のあり方について検討が必
要である。 1

就学支援委員会 ・特別支援教育に係る就学支援委員会の開催 9月、10月、1月
教育委員会事務局

就学後の専門家による巡回訪問の実施にむ
けた検討が必要である。 2

園・学校への巡回訪問 ・児童生徒相談員による定期訪問（小中幼保）
・専門家による就学前施設への巡回訪問（幼保）

6月、9～10月
教育委員会事務局

引継ぎのポイントや基準を明確にし、共通
理解を図る必要がある。 3

幼保小引継ぎ事業 就学前の教育・保育施設から小学校への引継ぎ体
制の改善を図る。架け橋プログラム研修会の実施

5月、6月、10月、
1月 教育委員会事務局

特別な支援を必要とする児童生徒の増加・
多様化に対応できるような人員配置の継続
が必要である。

4

特別支援員配置事業 ・各校への特別支援員の配置
・特別支援員研修会

5月実施予定

教育委員会事務局

(2) 学習環境の整備 学校現場のニーズを取り入れた研修の開催
が必要である。

1

特別支援教育コーディ
ネーター事業

・特別支援教育中核コーディネーターを配置
・特別支援教育コーディネーターを配置
・特別支援教育コーディネーター研修会

4月実施予定

教育委員会事務局

３．生涯を通じて学び、学びを活かす人づくりの推進

目指すべき姿 主な課題 主要事業の内容 実施時期 担当課

1 生涯教育環
境の充実

1

生涯教育審議会・社会
教育委員会議等の開催

生涯教育の方向性の検討や事業の評価等を外部委
員の意見等を踏まえて実施する。
また、様々な学習機会を提供できる人材の把握、
活用に努める。

随時

中央生涯教育センター

2

地区センター運営懇談
会等の開催

地区センターの事業計画、実施にかかる連携のあ
り方などについて検討、実施する。
また、様々な学習機会を提供できる人材の把握、
活用に努める。

随時

地区生涯教育センター

学校における義務教育では、子どもの「確かな学
力・豊かな心・健やかな体」のバランスがとれた
「生きる力」の育成を目指します。
また、子どもが社会醸成の変革や新しい生活様式に
順応できるよう、学校教育環境の整備を推進してい
きます。

「英語教育の町金ケ崎」の推進に向けて、グローバ
ルな視野と感覚を有するコミュニケーション能力の
育成を目指す教育を充実します。

(1) 学校経営の充実

教育内容の充実(2)

主要事業区　分

2 義務教育の
充実

4

(2)

目　標

特別支援教
育の推進

英語教育の
推進

全ての子どもが個性の発揮や可能性の拡大に繋がる
環境の整備を目指します。
そのために必要な教職員の専門性のスキルアップに
取り組みます。

町民が必要な学びのため、主体的に学習活動を行
い、その学びから得た成果を生活や地域に生かすこ
とが必要です。そのため、町民の学習ニーズに応じ
「じつでも、どこでも、だれでも」自由に学ぶこと
ができる生涯教育推進体制の整備や、多様な価値観
を育むための学習機会の創出と支援に取組みます。

支援体制の充実(1)

英語教育の充実

生涯教育推進体制
の充実

(1) 定年延長や学習の個別化などにより、社会
教育を支える人材が不足している。
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目指すべき姿 主な課題 主要事業の内容 実施時期 担当課目　標 区　分 主要事業

1

オイル地下タンク改修
工事

中央センターのオイル地下タンについて、消防法
に定められている灯油の流失防止対策工事を実施
する。

９月～10

中央生涯教育センター

2

多目的ホール照明設備
改修工事

中央センター多目的ホール照明設備LED化工事を
実施し、省エネによる光熱費の削減とメンテナン
ス頻度が下がることによる管理負担の軽減を図
る。

１月～３月

中央生涯教育センター

3

南方・永岡・北部地区
体育館照明設備改修工
事

南方・永岡・北部地区体育館の照明設備ＬＥＤ化
工事を実施し、省エネによる光熱費の削減とメン
テナンス頻度が下がることによる管理負担の軽減
を図る。

10月～12月

中央生涯教育センター

4
施設修繕事業 中央・地区生涯教育センターの修繕が必要な個所

に対し、適切に修繕を実施する。
随時

中央生涯教育センター

5
その他環境整備 利用者が快適に利用できるよう環境整備に努め

る。
随時

中央・地区センター

4

広報かねがさき・町公
式LINE等による情報発
信

中央・地区生涯教育センターが開催する講座情報
などを、町民の年代等に合わせ様々な媒体により
周知する。

毎月

中央生涯教育センター

5
センターだよりによる
情報発信

地区生涯教育センターが開催する講座情報、利用
団体、地域の社会教育人材等を周知する。

毎月
地区生涯教育センター

(3) 各世代の学習ニー
ズに応じた生涯教
育の推進

学習の個別化が進み、選択肢が増えていく
中で、すべての学習ニーズに対応すること
が難しい。

1

町民大学（自主企画講
座）

町民大学の自主企画講座を推奨し、学びたい人が
自ら企画し、事業を実施できるよう支援する。

随時

中央生涯教育センター

2 社会教育の
推進

(2) 未來を生き抜く力
を育てる社会教育
の推進

1

年代別教育事業 町民大学を実施し、年間を通した学習機会を提供
するほか、中高生を対象とした青少年育成事業で
あるK-YOUHT事業等を実施する。

随時

中央生涯教育センター

2
年代別教育事業 各種講座を実施し、年間を通した学習機会を提供

する。 地区生涯教育センター

1

芸術文化協会への支援 町芸術文化協会への支援を行う。
また、特に若い世代に対する体験機会の拡充に向
けた支援を行う。

随時

中央生涯教育センター

2
青少年劇場 小学生、中学生を対象に学校と連携し、芸術文化

の環境機会を提供する。 中央生涯教育センター

3
文化祭等の実施・支援 自治会連合会等が行う文化祭等の支援、地区生涯

教育センター利用団体の作品展などを実施する。 地区生涯教育センター

(4) 社会情勢に応じた
学習機会の提供

専門的な要素が多く、地域において社会情
勢の把握及び学習を実施することが困難で
ある。

1

男女共同参画社会の学
習支援

男女共同参画推進員、サポーターなどに対する学
習機会を提供する。 中央生涯教育センター

3 読書活動の
推進と資料
の活用

(1) 1 読書普及推進事業 ・企画展開催
・地域文庫・移動図書館車事業
・学校図書館支援業務

通年

図書館

2 子ども読書活動推進事
業

・子どもおはなし会の開催 毎月１回
図書館

3 図書館施設維持管理事
業

・ＬＥＤ化工事
・空調設備更新工事

６月～11月
（臨時休館：10月
～11月中旬）

図書館

(2) エミリィ・ディキ
ンスン資料の活用
推進

エミリィ・ディキンスンに関する研究及び
資料収集は一定の成果に達したことから、
今後のセンターの役割について、長期的な
検討課題となっています。

1 広報・普及事業 ・エミリィ・ディキンスンコーナーの設置
・資料センター便りによる詩の紹介
・企画展開催
・ホームページによる情報発信

通年

図書館

2 図書資料整備事業 ・図書資料等の適正な保存管理
・日本エミリィ・ディキンスン学会との連携

通年
図書館

地区生涯教育センターを中心に、地域における将来
像や課題を話し合う機会を設け、地域課題を解決す
る学習の場の提供と人材の育成を目指します。

生涯学習環境の充
実

(2)

(3) 芸術文化環境の充
実

インターネット等各種メディアの多様化や
生活環境の変化等を背景に子どもの読書離
れが指摘されていることから、各主体と連
携を図りながら本に触れる環境づくりに取
り組んでいく必要があります。
図書館施設建築から26年が経過しているこ
とから、修繕等を計画的に行いながら、安
全で長期的な施設の維持管理が必要です。

読書活動の推進

町民が必要な学びのため、主体的に学習活動を行
い、その学びから得た成果を生活や地域に生かすこ
とが必要です。そのため、町民の学習ニーズに応じ
「じつでも、どこでも、だれでも」自由に学ぶこと
ができる生涯教育推進体制の整備や、多様な価値観
を育むための学習機会の創出と支援に取組みます。

図書資料や町民の活動の記録等を適切に収集管理
し、乳幼児から高齢者までの多様な町民の知的好奇
心を刺激する読書環境を整えます。
また、姉妹都市をはじめとする様々な国や、多様な
文化に対する町民の理解が深まる環境整備を図りま
す。

町が主催する各種事業のほか、町内の様々
な団体、サークル活動の情報が、十分に周
知されていない。

学習及び体験のきっかけを提供することは
できるが、その後の主体的な活動に繋がっ
ていない。

芸術文化に関わる団体、個人の高齢化等に
より活動機会が限られている。
また、青少年が様々な芸術文化に触れる機
会が限られている。

施設の老朽化による改修が増え、改修に係
る費用・事務負担が増大している。
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目指すべき姿 主な課題 主要事業の内容 実施時期 担当課目　標 区　分 主要事業

4 スポーツの
振興

(1) 生涯スポーツの推
進

参加者が伸び悩んでいることに加え、大会
運営スタッフの確保に苦慮している。

1

金ケ崎マラソン大会 ハーフコースの公認更新および10ｋｍを新たに公
認コースとするとともに、コースを変更しスタッ
フ配置数を見直しし、様々な世代が参加できるマ
ラソン大会を実施する。

６月

中央生涯教育センター

参加資格等の見直しを行い令和６年度から
形式を変え実施したところだが、種目に
よって参加者の拡大につながっていない種
目もある。

2

町スポーツ大会 周知の方法や、参加しやすい競技ルールへの変更
などを各種目別協会との協議を重ね、町スポーツ
大会を継続して実施する。

７月～２月

中央生涯教育センター

3
地区センター事業 各種スポーツ教室等を実施する。 通年

地区生涯教育センター

(2) 競技スポーツの振
興

指導者の高齢化や後継者不足が進んでいる
とともに、種目によっては競技者の減少に
より、競技人口の確保が課題となってい
る。

1

町スポーツ協会への支
援

町スポーツ協会（旧：町体育協会）が行う事業に
要する経費の一部補助として支援を行う。

５月

中央生涯教育センター

(3) スポーツ環境の充
実

長寿命化計画や保守点検結果に基づきなが
ら長期的な施設維持管理が必要である。 1

森山総合公園環境整備 利用者が安全・快適に利用出来るよう指定管理者
と協議しながら施設修繕および備品を購入する。

随時
中央生涯教育センター

４．歴史を伝え活かす人づくりの推進

目指すべき姿 主な課題 主要事業の内容 実施時期 担当課

1 文化財の保
存と活用

(1) 文化財保護法の順
守・啓発活動

収蔵庫で保管する文化財を再整理し、貴重
な文化財を公開できるようにする必要があ
る。
近年、文化財指定ができていない。

1

文化財の活用、整備 歴史館・倉庫の収蔵品の活用を想定して整理を行
う。
指定等候補文化財の掘り起こしを行う。

通年

中央生涯教育センター

(2) 国指定史跡の保
存・管理・活用

鳥海柵跡内に全体説明版は設置している
が、遺構ごとの説明版がなく史跡を訪れた
人への説明が不足している。

1

鳥海柵跡の保存、管
理、活用

環境整備を行う。
遺構の説明版の設置を行う。
学習会を開催する。

通年
6～11月
4～1月

中央生涯教育センター

(3) 国選定重要伝統的
建造物群保存地区
の保存・整備

伝建地区の保存を継続するためには地区住
民とともに修理修景に関する中長期的な実
施計画を作成する必要がある。

1

伝建地区の保存 住民との話し合いを行いながら保存事業を進め
る。

通年

中央生涯教育センター

(4) 金ケ崎要害歴史館
の活用推進

金ケ崎要害歴史館の利用者が伸び悩んでい
る。 1

企画展の開催 企画展や季節ごとの行事などのイベントを開催す
る。

8～12月（企画
展）
随時（イベント）

中央生涯教育センター

(5) 先人顕彰の推進 高齢化や後継者不足により休止する郷土芸
能保存団体が増えている。 1

郷土芸能発表大会 郷土芸能発表大会を開催する。 10月
中央生涯教育センター

町民の財産である文化財を保護するため、文化財の
重要性と法律の周知を行い、町民の理解を深めま
す。
地域住民が地域に愛着やほこりを持つため、文化財
の利活用をすすめるとともに、町内外に発信しま
す。
先人の顕彰を行い、偉業を伝える文化財（記録、建
物）の重要性の再認識と町内外への発信をするとと
もに、無形民俗文化財の披露機会や活動情報の発信
を増やし、町全体や各地域の中での魅力向上を目指
します。

主要事業

「スポーツを通じて幸福で豊かな生活を営むこと
は、全ての人々の権利」であり、スポーツを通じて
健康でいききと暮らすことができる「いつでも、ど
こでも、だれでも気軽にスポーツすに親しめるまち
金ケ崎町」の実現を目指します。

目　標 区　分
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